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令和７年５月30日訓令第18号 

六ヶ所村工事成績評定基準 

（目的） 

第１条 この基準は、六ヶ所村建設工事競争入札参加者資格審査事務処理要領（平成15年訓令第11号。

以下「要領」という。）第７条の規定により、村が発注する建設工事（建設業法（昭和24年法律第

100号）第２条第１項に規定する建設工事をいう。以下「工事」という。）の成績評定（以下「評定」

という。）に必要な事項を定め、厳正かつ適格な評定の実施を図り、請負者の適正な選定と指導育

成に務めるとともに、工事施工能力の審査に資することを目的とする。 

（評定の対象） 

第２条 評定は、原則として１件の請負代金額が200万円を超える工事について行うものとする。 

（評定者） 

第３条 評定を行う者は、六ヶ所村工事監督職員事務規程（平成15年訓令第７号）第２条に規定する

監督職員（以下「監督職員」という。）及び六ヶ所村検査事務規程（平成15年訓令第８号）第２条

第２号に規定する検査職員（以下「検査職員」という。）とする。 

（評定の方法） 

第４条 評定は、工事ごとに行うものとする。 

２ 評定は、工事の監督又は検査（六ヶ所村検査事務規程に規定する中間検査を除く。以下同じ。）

により確認した事項に基づいて適確かつ公正に行うものとする。 

３ 検査職員が行う評定は、検査の結果手直し等があった場合でも、手直し前の状況を対象として評

定するものとする。 

４ 評定は、工事成績評定書（要領別記様式。以下「評定書」という。）により行うものとし、評定

の基準は、別表のとおりとする。 

５ 考査項目別の評点（以下「考査点」という。）の持分については、次の各号に掲げるとおりとす

る。 

(１) 監督職員の合計最大考査点は、45点とする。 

(２) 検査職員の合計最大考査点は、55点とする。 

（評定書の提出） 

第５条 監督職員は、評定対象となる工事の完成後、当該工事についての評定を行い、検査が実施さ

れるまでに評定書を検査職員に提出するものとし、検査職員は、この評定書に自己の評定を加えて

考査点を算出し、評価を定めるものとする。 

２ 検査職員は、評価を定めたとき、遅滞なく評定書を契約担当者（六ヶ所村財務規則（昭和60年規

則第４号）第136条に規定する契約担当者をいう。）に提出するものとする。 

（秘密の保持） 

第６条 工事成績の考査点は、秘密を保持し、関係者以外の者にその内容を漏らしてはならない。 

附 則 

この訓令は、公表の日から施行し、令和７年４月１日から適用する。 

別表（第４条関係） 

考査基準 

項目 考査内容 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

①施工

の体制 

施工の

能力 

現場代理人の管理能力 

工事全体をよ

く把握し統率

力もよくチー

ムワークが極

めて良かっ

た。 

工事全体を把

握し、チーム

ワークも良か

った。 

工事の把握に

やや欠けてい

た。 

工事の把握に

欠け、チーム

ワークも悪

く、常に問題

があった。 

主任技

術者 
技術能力 

担当業務をよ

く理解し堅実

で正確な施工

をした。 

担当業務を理

解し、ほぼ正

確な施工をし

た。 

担当業務の理

解にやや欠け

常時監督を頼

り施工した。 

担当業務を理

解できず、常

時監督を要し

どうにか施工
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できた。 

人員配置 

工事規模、工

事量の増減に

応じ適材適所

に配置されて

いた。 

工事規模、工

事量に応じて

普通に配置さ

れていた。 

人員は、不足

がちであっ

た。 

人員は、不足

し施工の遂行

に支障を及ぼ

す事態が再三

あった。 

労務者 

施工能力 

非常に熟練し

ていた。 

熟練程度は普

通であった。 

やや未熟で仕

事もやや劣っ

ていた。 

未熟で仕事も

悪かった。 

人員配置 

工事規模、工

事量の増減に

即応して配置

され優良であ

った。 

工事規模、工

事量に応じて

配置され普通

であった。 

人員は、不足

していた。 

人員は、極端

に不足し、工

事中止を招く

事態を生じ

た。 

施工者

の熱意 

仕事への積極性 

業務の軽重に

かかわらず、

常に積極的

で、細部につ

いても細心の

注意を払い完

全に施工し

た。 

積極性は、普

通であった。 

積極性にやや

欠けていた。 

積極的でなか

った。 

監督職員との協調性 

細部について

もよく協調

し、密接な連

絡を図り、監

督職員と一体

となり施工し

た。 

協調性は、普

通であった。 

協調性にやや

欠けていた。 

協調的でなか

った。 

 

誠実性 

指示通り迅

速、正確に履

行し細心の注

意を払って施

工した。 

指示通り誠意

をもって履行

した。 

指示に対し履

行の程度がや

や悪かった。 

指示に対し履

行の程度が悪

かった。 

創意工夫 

困難を克服し

創意工夫をも

って施工し

た。 

創意工夫をも

って施工し

た。 

創意工夫がや

や足りなかっ

た。 

困難を克服す

る努力が払わ

れなかった。 

施工機

械 

性能 

性能可動は、

優れていた。 

性能可動は、

普通であっ

た。 

性能可動は、

やや悪かっ

た。 

性能可動は、

悪かった。 

配置 

工事規模、工

事量の増減に

応じて適正に

配置されてい

た。 

工事規模、工

事量に応じて

配置され普通

であった 

不足気味であ

った。 

常に不足して

いた。 

 
地元と

の渉外 
関係法規の遵守 

関係法規もよ

く遵守されて

いた。 

関係法規も遵

守されてい

た。 

関係法規の遵

守にやや欠け

ていた。 

関係法規が遵

守されていな

かった。 
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工事による障害防除に

対する努力 

積極的に努力

し、地元第三

者よりの苦情

は皆無であっ

た。 

問題がなかっ

た。 

問題が多かっ

た。 

問題が多く工

事中止を招く

事態を生じ

た。 

②工事

の実施

状況 

工程管

理 

一般事

項 

施工計画 

工事内容、現

場状況に即応

し極めて綿密

に計画され計

画通り実施し

た。 

計画内容も良

好で計画通り

実施した。 

計画内容がや

や悪かった。 

計画内容も悪

く計画的に実

施されなかっ

た。 

工程管理 

ネットワーク

等による計画

的管理を完全

に実施した。 

計画的管理を

実施した。 

計画的管理を

あまり実施し

なかった。 

管理について

関心が薄く、

工期延長又は

工事打切等の

事態を招い

た。 

試験設備 

施工規模に応

じて設備程

度、設備機械

の精度とも優

れていた。 

設備程度、設

備機械の精度

とも普通であ

った。 

設備程度、設

備機械の精度

ともやや不良

であった。 

設備程度、設

備機械の精度

とも不良であ

った。 

試験結果 

仕様書に基づ

き実施され優

れた精度で適

合していた。 

仕様書と適合

していた。 

仕様書に基づ

いて実施され

たがやや適合

しなかった。 

仕様書と適合

せず手直し又

は再施工があ

った。 

出来形管理 

仕様書、施工

管理基準に基

づき入念に整

理され、内容

も優れてい

た。 

仕様書、施工

管理基準に基

づき整理さ

れ、内容も普

通であった。 

整理が悪く、

内容も間違い

があった。 

整理が非常に

悪かった。 

品質管理 

施工管理基準

に基づきよく

実施され、精

度及び現場へ

の反映等優れ

ていた。 

施工管理基準

に基づき実施

され、精度及

び現場への反

映は普通であ

った。 

施工管理基準

に基づいて実

施したが間違

いがあり、精

度及び現場へ

の反映がやや

不良であっ

た。 

施工管理基準

に基づいて実

施せず間違い

が多く不良で

あった。 

 

現場管

理 

書類整備 

日報、品質証

明、工事写真

等、非常に整

然と整理され

ていた。 

日報、品質証

明、工事写真

等、整然と整

理されてい

た。 

日報、品質証

明、工事写真

等、整理がや

や悪かった。 

日報、品質証

明、工事写真

等、整理が悪

かった。 

交通処理 

標示板、標識、

防護施設が完

全に設置され

交通渋滞する

標示板、標識、

防護施設とも

よく設置され

ており、第三

標示板、標識、

防護施設にや

や不備なとこ

ろもあり、第

標示板、標識、

防護施設に不

備なところが

多く、交通渋
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ことなく処理

され、第三者

へ迷惑を与え

なかった。 

者へ迷惑を与

えなかった。 

三者より多少

の苦情が出る

程度の迷惑を

かけた。 

滞や、第三者

からの苦情で

工事を中止す

ることもあっ

た。 

安全管

理 

施設 

安全施設、保

安具も整備さ

れ常に点検補

修が行われ事

故がなかった 

安全設備、保

安具の整備は

普通で事故は

なかった。 

安全施設、保

安具に不備な

点があり、事

故が多少あっ

た。 

安全施設、保

安具に不備な

点が多く、大

きな事故があ

った。 

指導 

作業者全員に

常に十分な教

育と指導を行

い、ささいな

事故もなかっ

た。 

常に指導を実

施し、事故が

なかった。 

指導をあまり

実施せず事故

が多少あっ

た。 

指導を実施せ

ず大きな事故

があった。 

③現地

検査 

品質と

出来形 

品質 

すべて所要強

度を有し、品

質とも均一で

特に優れてい

た。 

多少ばらつき

はあったが所

要の品質強度

があり良好で

あった。 

多少ばらつき

があったが品

質強度ともほ

ぼ良好であっ

た。 

ばらつきが多

く手直し等に

より所定内の

品質強度とし

た。 

出来映え 

外観、仕上り

とも非常にき

れいで感覚も

良く、細部な

点までよく行

き届いてい

る。 

外観、仕上り

とも良好で感

覚も良かっ

た。 

外観、仕上り

ともほぼ良好

であった。 

外観、仕上り

とも劣り手直

しも必要とし

た。 

検測値 

規格値を満足

し、非常に良

かった。 

規格値も満足

し、ばらつき

は普通であっ

た。 

処置可能な範

囲で軽微な規

格値外れが一

部あった。 

規格値を外れ

たものが多か

った。 

総評 

品質、機能、

出来映え、施

工方法とも極

めて優良であ

った。 

品質、機能、

出来映え、施

工方法とも普

通であった。 

品質、機能、

出来映え、施

工方法ともや

や不良であっ

た。 

品質、機能、

出来映え、施

工方法とも不

良であった。 

考査点①～③ Ａ（100～85） Ｂ（84～70） Ｃ（69～60） Ｄ（59～ ） 

評価 良好 普通 やや劣る 不合格 

 


